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２年ぶり最優秀校 通算 27 回目のインターハイへ 

   帆刈駿佑監督よりの報告  

6 月 2日～4日の 3日間、平標山にて県総体行ってきました。 

結果は最優秀校となりインターハイ出場権を採ることが出来ました。 

当初は昨年最優秀校の長岡工業に分がある状況でしたが、2点差をつけての勝利でし

た。 

3日間、天候にも恵まれ、松手山から平標山までの山道からは富士山を望むことが出来

ました。 

今年のインターハイでは岡山県に行ってきます、石川先生の有終の美を飾るためにも頑

張ってきたいと思います。 

ＯＢの皆様にはインターハイ関連で何かとご迷惑、ご負担おかけしますが、ご協力お願

いします。 

 

岡山大会にむけてカンパのご協力を 

今年の全国大会は８月６日開会式で、岡山県蒜場山、毛無山系で開催されます。 

出場校は 男子：新潟県央工高 女子：長岡大手高校 です。 

「全国大会カンパ」をお願いいたします。送金は同封の郵便振替用紙でお願いします。

この用紙を使うと手数料はかかりません。用紙の通信欄に激励や短信をお書きください。

皆さんの激励をお願いします。 

口座番号  ００６６０-３-６０６４   口座名義 新潟県央工業高校山岳部ＯＢ会 

 

 

〈ホームページの掲示板から〉 

【625】祝！インターハイ出場  斎藤  勲 

インターハイ出場決定おめでとうございます。 

空の上で高橋先生も喜んでおられることと思います。 

８月６日～１０日、岡山県の蒜山（ひるぜん）、毛無山一帯での開催と聞きました。暑

い中、１２００ｍ程度の標高の低い所での大会は体調維持が大変かと思います。今から

準備を怠らず、レベルアップした持てる力を充分に発揮してきて下さい。 

外野席からは詳細は良く分からないが、近年の新潟県の高校山岳部のレベルを見ると長
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岡工、長岡大手、県央工の三校の実力差はあまりないように見える。これからも緊張感

を持って、来年にむけての部活動にも頑張って頂きたい。 

 

県総体最終日の６月４日、私は田子倉から浅草岳に登っていた。 

添付した写真 

１枚目、この日に唯一開花していた姫小百合。この株以外はまだ全部つぼみであった。

県総体メンバーへの祝福の一輪です。 

２枚目、私の好きな風景の一つ。浅草岳頂上近くからの山並み。最奥は越後三山、その

前は毛猛山の山群、一番手前は鬼が面山の山群です。標高２０００ｍを越える中ノ岳、

越後駒ヶ岳はまだ残雪が多い。ぜひ標高が高く登りがいのある山を生涯登山の目標とし

てもらいたいと思う。 

 

 

【祝福の一輪.jpg : 248.8KB】       【私の好きな風景の一つ.jpg : 227.2KB】 

 

 

【626】祝 インターハイ出場  渡辺 五郎 

県総体、最優秀校そしてインターハイ出場、さすが伝統の県央工業高校ですね！ 

インターハイは岡山県、真夏の空の下です。応援して 

 います。良い記録を出し、そして楽しんできてください。 

S43卒、工業 3回生 

  

 

 ☆ＯＢ会ホームページをご覧ください 

寄稿、40 周年誌、お知らせなどを掲載。（新潟県央工業高校山岳部ＯＢ会で検索）掲示板にはたっ

ぷりの山情報などがあります。掲示板は携帯からも書き込めますからご利用ください。掲示板のＩ

Ｄ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは右のとおりです。 ID:****   PAS:***** 部外秘でお願いします。念のため。 

 また、ラインのグループ（＊＊＊＊＊＊＊＊）もあります。 

 

全国大会成績評価実施要領と三条工高から受け継いできた県央工高山岳部テーゼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（今号作成担当：吉田光二） 

登山大会成績評価実施要領（抜粋） 

登山大会は、正しい高校生登山の在り方を求め、その着実な展開と研究を主目的として安全登山を

推進するためのものである。単に優勝を競い順位を争うものでなく、大会の主旨を尊重し、登山の

基礎的な技術・態度を着実に実践できることを主眼として行うものである。 

 

県央工高山岳部テーゼ 

・四季を通じて健全な登山（精神・技術を含めて）を教えること。 

・その登山は、社会人になって登山のリーダーとなり得ること。 

・大会はその励みと実力テストである。  

 


